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ネパール大地震 

被災地で緊急支援活動を続ける、子ども支援国際 NGO セーブ・ザ・チルドレン 

32 万人の子どもたちが住む家を失ったと試算 

 
 

ネパール中部で起きたマグニチュード 7.8 の地震の発生から一週間が経過し、被災の規模の全容

が少しずつ明らかになってくる中、子ども支援の国際 NGO セーブ・ザ・チルドレンは、およそ 32万

人の子どもたちが、住む家も、着るものも、何もかも失ったと試算*1。さらに、そうした子どもたち

は、今後数カ月もの間、厳しい環境の中での避難生活を余儀なくされるだろうと警告しました。 

 

特に、陸路が遮断されている山間部の遠隔地では、子どもや乳幼児が夜間の寒気や激しい雨から

身を守るすべを何も持たないまま、屋外での寝泊まりを強いられています。たとえ体を覆う防水シ

ートがあっても、雨が降ると床が水浸しになってしまうため、赤ちゃんを抱いて立ったまま夜を明

かさなければならないと訴える母親もいます。 

 

また、被災地の仮設避難キャンプでは、子どもたちは寒さや劣悪な衛生状況により、病気に対し

て脆弱になっています。屋外で寝泊まりしている家族の親たちからは、子どもの発熱、下痢や肺炎

の症状の報告が出ています。また、ネパールでは多くの一般家屋やオフィスビルにアスベストが使

われていたため、地震で倒壊した建物のむき出しになったアスベストによる、深刻な健康被害のリ

スクも高まっています。 

 

こうした状況の中、セーブ・ザ・チルドレンは衛生キット、防水シート、子ども用の寝袋などを

必要な人々に配布するため、迅速に対応している他、被災地の各所に設置されている避難民キャン

プに、被災した子どもたちが同年代の子どもたちと安心して遊び、日常に近い生活を取り戻すこと

のできる「子どもひろば」の開設を進めています。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、1976 年よりネパールで活動を開始し、40年近くにわたって、就学前

教育や初等教育を中心とした教育事業、母子保健や HIV/エイズの予防と治療などの保健事業を中心

に、63 郡で活動を展開してきました。地震発生前からネパール国内で 400 名以上のスタッフが活動

をしており、4月 25 日の地震発生直後の 27 日から国内で備蓄していた緊急キット、衛生用品、防水

シート等の配布を開始しました。5月 1日までに、セーブ・ザ・チルドレンは、6,916 名の子どもた

ちを含む 16,860 名にこうした物資を配布しています。さらに、インド、ドバイ、フィリピンから、

陸路と空路で追加の支援物資を運び込んでいます。 

 

*1:約 16 万棟の家屋が全壊したというデータ（国連人道問題調整事務所（OCHA）発表）を元に、1世帯 5人家族というネパールの平均か

ら 80 万人がホームレスになったと想定。ネパールの子どもの割合は人口の 4割であることから 32 万人という数字を試算。 
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報道関係者の皆さまには引き続きネパール大地震の状況と、その支援活動の周知広報へのご協力

をよろしくお願いします。 

 

＜ネパール大地震緊急支援 ご寄付の受付先＞ 

 

ゆうちょ銀行からの「いのち・みらい貯金箱」への指定寄付 

口座名：いのち・みらい貯金箱 

口座番号：00190-8-791030 

※ 備考欄に「いのち・みらい貯金箱」とご記入ください。 

※ 振込手数料はご負担をお願いしております。 

※ 領収証ご希望の方は、振込用紙通信欄にその旨ご記入ください 

クレジットカードによるご寄付はホームページから 

http://www.savechildren.or.jp/lp/childemergencyfund/ 

 

 

 

＜セーブ・ザ・チルドレン、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン概要＞ 

1919年に英国にて設立。子ども支援の世界的リーダーとして、世界30カ国の独立したセーブ・ザ・チル

ドレンがパートナーシップを結び、現在約120の国で、すべての子どもにとって「生きる・育つ・守ら

れる・参加する」子どもの権利が実現されている世界を目指して活動する国際NGO。国連の経済社会理

事会（ECOSOC）の最高資格である総合諮問資格（General Consultative Status）を取得しています。

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンは日本のパートナーとして1986年に設立。 

 

 

本件に対するお問い合わせ 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 広報 担当 田代範子  

TEL: 03-6859-0011 E-mail: tashiro.noriko@savechildren.or.jp 

 

ネパールのお問い合わせ（英語のみ対応） 

被災地のスポークスパーソン:Caroline Anning  

TEL: +44(0)7785-527663 E-mail: c.anning@savethechildren.org.uk 

 

メディア 24 時間対応窓口（英語のみ対応） 

TEL: +44(0)7831-650409 E-mail: media@savethechildren.org.uk 
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